議会運営委員会会議録（要旨）

日　時　平成24年9月27日(木)

午前10時～午前10 時30分
場　所　長久手市役所　2階委員会室
出席者　委員長　正木祥豊、副委員長　さとうゆみ、
　　　　委員

岡崎つよし、川本勝幸、水野とみ子、
じんの和子、川合保生、　　

議長　伊藤祐司、副議長　加藤和男、
議会事務局長、同局長補佐、同専門員
１　あいさつ
　　議長

２　議題

（1） 平成24年第３回長久手市議会定例会議事日程（第６号）について

（2） 請願の委員会審議結果について
事務局が一括説明。各委員会に付託された議案、請願について、すべて可決、採択された。10月２日の本会議において請願第８号定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める請願が採択された場合、日程追加し、意見書案の上程、提出議員の説明、意見書案に対する質疑、討論採決を行う。
（3）  議会報告会について

　　　 （委員長）

今後の議会報告会の開催について、会派意見を聴取する。
（公明党）
        今年度は開催せず、必要に応じて開催すればよい。
　　　 （長久手市民くらぶ）
　　　　決算、予算時の年２回開催をしたい。

　　　 （「創」）

　　　　年１回若しくは２回の意見はあったが、結論が出なかった。

　　　 （政策グループ〝楓〟）

        年１回でいいのではないか。ただし、何回が適当かという結果ではないので、試行
　　　　としてはどうか。
　　 （行財政改革クラブ）

　　　　みなに合わせる。

       （無会派）

　　　　決算、予算時の年２回は開催が必要である。

　　　 （議長）

　　　　議会報告会の開催結果をホームページにアップしたが、特に意見は届いていない。

ホームページアップ前に、文書で議会報告会を続けてほしいという要望が１件あっ
た。また、意見交換の時間をもっと取ってほしいという意見も１件あった。まず試
行し、その結果をきちんと分析することが大事である。データ集積のためには議会
報告会は必要である。

　　　・住民からの意見はあまり聞かない。会場については地区へ出るのでなく市役所でよ
い。

　　　・平成25年第１回定例会後に試行的に行い、データを取ってはどうか。
　　　 （結論）

　　　　２回目の議会報告会を試行として平成25年第１回定例会後に行い、データを取る。
２回の開催結果を分析し、今後の開催について検討する。会場は市役所で行う。今
後、具体的な日程を決めていく。
３　その他
（１）　クールビズの延長について

事務局説明。クールビズは、10月14日（日）まで延長となった。10月２日（火）
本会議はクールビズでお願いする。各議員には文書で通知する。
（２）　南木曽町議員との交流について

事務局説明。長湫の警固祭りに合わせて、南木曽町が来庁。交流会を10月14日（日）
午後０時30分から長久手温泉ござらっせで行う。10月２日（火）の全員打合せ会
で全議員に連絡する。
（３）　地方自治法の一部改正に伴う市議会関係例規の一部改正について

事務局説明。国会で地方自治法の一部改正がされた。改正内容は、本会議で今まで
委員で行われてきた公聴会や参考人質疑が、本会議でもできることになり規定が盛
り込まれた。その関係で長久手市議会会議規則第16条の中で「法第115条の２の規
定により」とあるが、条ずれを生じる関係で「法第115条の３の規定により」と変
える必要がある。その他本会議での公聴会や参考人質疑はできる規定なので、長久
手市議会会議規則に載せるかどうかは、今後議会運営委員会で検討してもらう。ま
ずは、条ずれ修正について長久手市議会会議規則を改正するために、平成24年第４
会定例会での上程に向け準備する。

（議長）
地方自治法の一部改正については、全国市議会旬報にも載っている。８月29日（水）
に国会を通過し、政務調査費を政務活動費に変えることや、それを条例化するよう
にという内容もある。臨時会の招集権や議会運営についてもあり、これをきちんと
行っていこうとすると議会運営の中で議論をしてもらい、長久手市議会会議規則、
長久手市議会委員会に関する条例の改正が必要となる。法律の施行に合わせて、今
後議会運営委員会で議論してもらいたい。資料は事務局から議会運営委員に配布す
るが、場合によっては勉強会も必要になるかもしれない。全国市議会議長会、近隣
市町と連絡しながら進めていく。
（４）　勉強会について

（議長）

先日、リニモ、長久手温泉の件で有志から資料配布があり、勉強会を行ってはどう
かという話があった。今後、勉強会を計画していく。
  　　　   次回の議会運営委員会は平成24年11月14日（水）午前10時から開催






